



























確保の問題と、②人件費の問題である。本書の第 6 章 2 節の議論でも触れたが、
復唱作業は一般に難しく、上手にできる人はほとんどいない。筆者の感触では、
話者がどんなスピードであっても復唱を上手にできる人は 10 人中 1 人もいれ









認識精度 低い（5 ～ 7 割） 高い（8 割台、訓練すれば 9 割台）














誤字修正精度 やや低い（95%以上） 高い（ほぼ 100%）
字幕化までのタイムラグ 小さい（10 秒程度） 大きい（20 秒以上）
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